予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：芸術文化振興費
	事業名: 全国高等学校総合文化祭派遣費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　教育委員会　社会教育文化課　教育文化係　電話番号：058-272-8756
　　              E-mail：c17768@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,000千円（前年度予算額：1,000千円）
	要求内容


	１　要求の内容


８月に行われる全国高等学校総合文化祭に、岐阜県代表として派遣する生徒の交通費、宿泊費に係る経費の一部を岐阜県高等学校文化連盟に補助しています。
【全国高等学校総合文化祭】
　各都道府県の大会等で優れた成績を収めた代表が、一堂に会する総合文化祭である。平成24年度は第36回大会が富山県で開催された。平成25年度は長崎県で開催される。本県においても代表生徒を派遣し、本県芸術文化活動の成果を全国に発表している。また、他県代表の活動成果を鑑賞し参加生徒が相互に啓発し合うことにより、互いの 技量を高めさせ、日常の文化部活動に積極的に参加する意欲や態度を育成し、本県文化部活動の充実と振興が図られている。

 （平成24年度の派遣部門）１７部門

パレード、演劇、吹奏楽、合唱、日本音楽、書道、美術・工芸、写真、民俗芸能、
吟詠剣詩舞、放送、マーチングバンド・バトントワリング、囲碁、将棋、文芸、
自然科学、小倉百人一首かるた
【岐阜県高等学校文化連盟】

昭和54年に設立され、17の部会に県内高等学校の文化系部活動が加入している。全国高等学校総合文化祭への代表生徒の派遣、岐阜県高等学校総合文化祭の開催等を通して、県内文化系部活動の推進を図っている。平成24年度は県内10,736名の生徒が加盟している。

（17の専門部会）
演劇、合唱、吹奏楽、器楽、美術・工芸、書道、写真、マーチングバンド・バトントワリング、
吟詠剣詩舞、民俗芸能、囲碁、自然科学、将棋、放送、文芸、地域研究、
小倉百人一首かるた（平成24年度新規設立）
	２　所要経費


岐阜県高等学校文化連盟に補助金（1,000千円）を交付。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000

	要求額
	1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　全国高等学校総合文化祭派遣される高校生にとって有意義な経験であり、その高校生たちが、自分の学校での部活動に生かし、文化部活動のレベルを上げることを目指します。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	派遣生徒数

開催県（開催地によって派遣人数が変わる）
	（H  ）
	287

宮崎

（H22）
	125

福島

（H23）
	558

富山

（H24）
	300
長崎

（H25）
	186％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	　


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）岐阜県高等学校文化連盟に補助金（1,000千円）の交付。
（２）８月８日より１２日まで富山県で実施された全国高等学校総合文化祭に参加
した延べ５５８名の生徒の交通費、宿泊費の一部を補助。


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　全国の高校生の文化の祭典である全国高等学校総合文化祭は、優れた芸術活動や作品にふれて刺激を得る絶好の機会であり、次代を担う本県高校生にとって極めて意義深い経験となっており、参加した生徒が各学校で経験を生かしています。
また今年度は、隣県富山県の高校生との交流会も実施できました。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　当県代表の参加生徒にとって、全国の高いレベルの文化部活動を体得できる貴重な機会で、全国高等学校総合文化祭に多くの高校生を派遣することはとても意義があり、事業の必要性が高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　派遣される生徒は、学んできたことを各学校の活動のなかに還元して、より有意義な活動に繋がっている。また、全国高等学校総合文化祭への出場を目指して日々研鑚を積んでいる生徒が多く、熱心な活動になっている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　より多くの高校生を派遣できるように移動手段を考慮したり、最小限の参加日数になるように工夫をしている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　全国高等学校総合文化祭が遠方の県で実施された場合、限られた予算の範囲内で効果的に高校生を派遣するため、選考の方法に検討が必要である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　この全国高等学校総合文化祭の派遣により、優れた芸術活動や作品にふれて刺激を得る絶好の機会になり、本県高等学校の文化部活動の質の向上につながっており、その派遣の経費を補助することは意義があり、継続すべき事業である。



